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持続可能な生活排水処理を考える

景 気 の
現状ＤＩ

前
月
か
ら
横
ば
い

内

閣

府


月
の
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査「
宴
会
」で
温
度
差

中小ＤＸへ

地
域
金
融
に
手
引
き

経
産
省

事
務
局
に
元
地
銀
行
員

Ｔ
Ｐ
は

ヵ
月
連
続
増

特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
売
上
高
月速報

 月 の
消費支出

８
ヵ
月
連
続
で
減
少

総
務
省
調
査

教
養
娯
楽
も
減
に

４社に１社が価格転嫁できず
仕入れ価格９割超が上昇も

日本公庫アンケートでホテル・旅館

イ
ス
ラ
ム
教
は
、
豚
肉
を

食
べ
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い

る
。
イ
ス
ラ
ム
の
聖
典
で
あ

る
「
コ
ー
ラ
ン
」
に
は
、
な

ぜ
食
べ
て
は
い
け
な
い
の
か

の
記
述
は
な
い
が
、
豚
肉
を

嫌
う
。

あ
く
ま
で
も
私
の
想
像
だ

が
、
豚
な
る
家
畜
は
人
間
の

糞ふ
ん

だ
け
で
育
つ
た
め
に
人
間

の
労
働
意
欲
を
そ
ぐ
た
め
に

飼
育
も
禁
止
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
加
え
て
、
豚

は
非
衛
生
的
な
環
境
の
中
で

も
育
つ
。
さ
ら
に
、
豚
肉
は

牛
肉
の
ご
と
く
半
焼
き
で
食

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
燃
料
の
乏
し
い
砂
漠
地

帯
に
あ
っ
て
は
効
率
が
悪

い
。イ
ス
ラ
ム
教
徒
た
ち
は
、

豚
肉
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
皮

の
使
用
も
禁
止
す
る
。

国
家
の
近
代
化
の
第
一
歩

は
、
「
悪
臭
」
を
社
会
か
ら

消
失
さ
せ
、
非
衛
生
的
な
環

境
を
追
放
す
る
こ
と
だ
。
１

９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

政
府
は
上
下
水
道
の
整
備
に

力
を
入
れ
た
。
水
洗
ト
イ
レ

設
置
に
は
補
助
金
を
出
し
、

「
悪
臭
」
と
「
ハ
エ
」
を
生

活
圏
か
ら
追
い
出
そ
う
と
し

た
。
ど
う
し
て
も
先
進
国
と

し
て
の
体
裁
を
整
え
る
必
要

が
あ
っ
た
の
だ
。
井
戸
水
よ

り
も
水
道
水
、
各
自
治
体
も

上
下
水
道
局
を
設
け
、
近
代

化
を
急
い
だ
。
約
半
世
紀
前

の
政
策
だ
っ
た
か
ら
か
、
あ

ち
こ
ち
の
自
治
体
が
パ
イ
プ

の
老
朽
化
に
苦
労
し
て
い
る

ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
く

る
。個

人
住
宅
の
ト
イ
レ
の
水

洗
化
が
急
速
に
進
み
、
全
国

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
下
水
道

の
整
備
が
行
わ
れ
た
。
が
、

下
水
道
網
の
整
備
で
き
な
い

地
方
で
は
、
ト
イ
レ
排
水
だ

け
を
処
理
す
る
「
単
独
処
理

浄
化
槽
」
が
普
及
し
た
。
当

時
、
各
個
人
住
宅
に
は
、
そ

の
浄
化
槽
を
設
置
す
る
だ
け

の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
こ

の
浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ
排
水

だ
け
で
台
所
や
風
呂
、
洗
濯

等
の
汚
れ
た
水
は
処
理
さ
れ

ず
に
、そ
の
ま
ま
流
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
に
、
河
川
に
は
洗

剤
な
ど
の
ア
ワ
が
立
ち
、
汚

れ
が
目
立
っ
た
。
河
川
で
は

魚
介
類
の
動
生
物
も
苦
し
め

ら
れ
、
環
境
の
悪
化
が
叫
ば

れ
る
よ
う
に
な
る
。

で
、
昭
和

年
（
１
９
８

３
）
に
浄
化
槽
法
が
制
定
さ

れ
、

年
（
１
９
８
７
）
に

は
浄
化
槽
整
備
事
業
に
国
庫

補
助
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。

そ
の
補
助
制
度
が
、
老
朽
化

し
た
ま
ま
使
用
さ
れ
て
い
た

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
「
合

併
処
理
浄
化
槽
」
へ
の
転
換

を
促
す
こ
と
と
な
っ
た
。
私

の
家
内
の
世
田
谷
区
に
あ
る

実
家
で
も
、
補
助
金
を
得
て

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
と
転
じ

た
。合

併
処
理
浄
化
槽
は
、
台

所
、
風
呂
、
洗
濯
等
の
排
水

も
ト
イ
レ
の
排
水
も
受
け
入

れ
て
放
流
す
る
。
単
独
処
理

槽
の
８
分
の
１
の
汚
れ
で
放

流
さ
れ
る
た
め
、
水
質
保
全

に
も
優
れ
て
い
る
。
下
水
処

理
場
の
水
質
と
ほ
と
ん
ど
変

わ
り
な
い
た
め
、
合
併
処
理

浄
化
槽
の
普
及
が
急
が
れ

た
。平
成

年（
２
０
０
０
）

に
は
、
浄
化
槽
法
が
改
正
さ

れ
、
単
独
処
理
浄
化
槽
の
新

設
が
禁
止
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
水
環
境
の
保
全
が
大
き

く
進
ん
だ
と
い
え
る
。

ア
メ
リ
カ
留
学
を
し
た
１

９
６
８
年
当
時
、
さ
す
が
に

先
進
国
だ
と
感
心
さ
せ
ら
れ

た
の
は
、
ど
ん
な
辺
鄙

へ
ん
ぴ

な
地

へ
行
こ
う
と
も
、
ト
イ
レ
は

水
洗
だ
っ
た
か
ら
だ
。
衛
生

問
題
を
重
視
し
、
生
活
環
境

を
徹
底
し
て
整
備
し
て
い
た

ば
か
り
か
、
ど
こ
に
も
「
悪

臭
」
は
な
か
っ
た
。

発
展
途
上
国
の
保
健
衛
生

政
策
は
遅
れ
て
い
て
、
先
進

国
か
ら
の
援
助
は
伝
染
病
を

ま
ず
防
ぐ
こ
と
か
ら
始
め
ら

れ
て
い
た
。
そ
の
リ
ー
ダ
ー

は
、
日
本
政
府
で
日
本
は
発

展
途
上
国
の
感
染
症
の
た
め

に
最
も
貢
献
し
て
き
た
国
と

い
え
る
。

さ
て
、
下
水
道
は
全
国
に

普
及
し
、
下
水
道
率
は

％

に
達
し
た
。
市
街
化
区
域
に

は
、
ほ
ぼ
下
水
道
は
整
備
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
大

規
模
排
水
処
理
場
と
長
距
離

の
下
水
道
管
の
維
持
管
理
費

用
に
苦
し
む
自
治
体
が
増
加

し
た
の
だ
。
人
口
も
減
り
、

生
活
用
水
も
節
水
等
で
下
水

道
使
用
料
収
入
が
減
少
し
た

た
め
苦
境
に
追
い
込
ま
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
下
水
道
と

浄
化
槽
の
費
用
対
効
果
を
考

え
る
と
、
地
方
に
あ
っ
て
は

浄
化
槽
の
方
が
ベ
タ
ー
だ
と

い
う
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の
メ
リ

ッ
ト
を
各
自
治
体
は
理
解

し
、
助
成
金
を
拡
充
さ
せ
た

方
が
い
い
よ
う
だ
。
人
口
増

加
と
市
街
化
が
進
ん
だ

世

紀
は
、
下
水
道
と
単
独
処
理

浄
化
槽
が
主
力
で
あ
っ
た

が
、
下
水
道
施
設
の
維
持
が

財
政
的
に
難
し
く
な
る
現

在
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
活

用
を
本
気
に
な
っ
て
考
え
ね

ば
な
ら
な
く
な
っ
て
き
た
。

持
続
可
能
な
生
活
排
水
処

理
を
考
え
る
と
き
、
下
水
道

一
本
槍や

り

で
は
困
難
な
時
代
を

迎
え
て
い
る
。

（
参
考
・
「
自
由
民
主
」

令
和
５
年
９
月

日
号
）
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総
務
省
が
こ
の
ほ
ど
公
表

し
た
家
計
調
査
報
告
の
２
０

２
３
年

月
分
で
、
同
月
の

消
費
支
出
は
１
世
帯
（
２
人

以
上
の
世
帯
）
当
た
り
前
年

同
月
比
で
実
質
２
・
５
％
減

の

万
１
９
７
４
円
と
、
８

カ
月
連
続
で
減
少
し
た
。


の
費
目
別
で
は
、
教
養
娯
楽

な
ど
６
費
目
で
減
少
。
交
通

・
通
信
な
ど
４
費
目
で
増
加

し
た
。

教
養
娯
楽
は
０
・
２
％
減

の
３
万
２
３
１
円
と
２
カ
月

連
続
で
減
少
。
こ
の
う
ち
宿

泊
料
が
７
・
４
％
減
の
２
７

５
７
円
。
パ
ッ
ク
旅
行
費
が

名
目
で

・
０
％
増
の
２
４

２
６
円
。

交
通
・
通
信
は
５
・
３
％

増
の
４
万
４
９
５
０
円
と
３

カ
月
連
続
で
増
加
。
自
動
車

等
関
係
費
と
通
信
を
除
い
た

「
交
通
」
が
１
・
６
％
増
の

６
０
７
８
円
。

食
料
は
４
・
４
％
減
の
８

万
７
３
８
７
円
と

カ
月
連

続
で
減
少
。
学
校
給
食
を
除

い
た「
一
般
外
食
」が
２
・
９

％
増
の
１
万
３
８
７
９
円
。

同
月
の
勤
労
者
世
帯
（
２

人
以
上
の
世
帯
）
の
実
収
入

は
、
１
世
帯
当
た
り
前
年
同

月
比
で
実
質
５
・
２
％
減
の


万
９
８
９
８
円
と
、

カ

月
連
続
で
減
少
し
た
。

こ
の
う
ち
世
帯
主
の
定
期

収
入
は
５
・
５
％
減
の

万

４
８
９
３
円
と

カ
月
連
続

で
減
少
。
配
偶
者
の
収
入
は

８
・
５
％
減
の
８
万
５
４
９
４
円
と
６
カ
月
連
続
で
減

少
。

経
済
産
業
省
は
こ
の
ほ

ど
、
特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業
動

態
統
計
調
査
の
２
０
２
３
年


月
分
速
報
を
公
表
し
た
。

対
個
人
サ
ー
ビ
ス
業
の
趣
味

・
娯
楽
関
連
５
業
種
の
売
上

高
は
、
遊
園
地
・
テ
ー
マ
パ

ー
ク
（
Ｔ
Ｐ
）
が
前
年
同
月

比

・
２
％
増
の
８
４
８
億

７
０
０
万
円
と
、

カ
月
連

続
で
増
加
し
た
。
同
月
は
３

業
種
が
増
加
。
２
業
種
が
減

少
し
た
。

Ｔ
Ｐ
の
内
訳
は
、
入
場
料

金
、
施
設
利
用
料
金
が

・

５
％
増
加
。
入
場
者
数
は
一

般
が
９
・
７
％
、
団
体
が


・
２
％
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
、

全
体
で
９
・
７
％
増
加
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
は
９
・
０

％
増
の

億
１
８
０
０
万
円

と

カ
月
連
続
で
増
加
。
利

用
者
数
が
７
・
８
％
増
加
し

た
。

パ
チ
ン
コ
ホ
ー
ル
は
３
・

６
％
増
の
２
２
６
９
億
１
８

０
０
万
円
と

カ
月
連
続
で

増
加
し
た
。

ゴ
ル
フ
場
は
２
・
９
％
減

の
１
０
８
億
６
０
０
万
円
と

５
カ
月
ぶ
り
に
減
少
。
利
用

料
金
収
入
が
２
・
７
％
、
利

用
者
数
が
４
・
５
％
そ
れ
ぞ

れ
減
少
し
た
。

ゴ
ル
フ
練
習
場
は
８
・
９

％
減
の

億
７
千
万
円
と


カ
月
連
続
で
減
少
。
利
用
者

数
が
９
・
２
％
減
少
し
た
。

対
個
人
サ
ー
ビ
ス
業
の
教

養
・
生
活
関
連
５
業
種
の
売

上
高
は
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク

ラ
ブ
、
外
国
語
会
話
教
室
、

葬
儀
業
の
３
業
種
が
前
年
同

月
比
増
加
。
結
婚
式
場
業
、

学
習
塾
の
２
業
種
が
同
減
少

し
た
。
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ

ブ
は
４
・
１
％
増
と

カ
月

連
続
で
増
加
。
結
婚
式
場
業

は

・
２
％
減
と
２
カ
月
連

続
で
減
少
し
た
。

経
済
産
業
省
は
、
地
域
金

融
機
関
な
ど
に
中
堅
・
中
小

企
業
へ
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ

Ｘ
）
支
援
を
促
す
た
め
、
新

た
な
ガ
イ
ダ
ン
ス（
手
引
き
）

を
作
る
。
有
識
者
検
討
会
で

議
論
し
て
お
り
、
２
０
２
４

年
３
月
ま
で
に
報
告
書
を
取

り
ま
と
め
る
。
同
省
は
、
大

手
地
方
銀
行
で
取
引
先
の
Ｄ

Ｘ
支
援
を
手
が
け
た
人
材
を

事
務
局
に
配
置
し
て
お
り
、

金
融
機
関
が
取
引
先
の
実
態

に
合
わ
せ
て
支
援
で
き
る
環

境
を
整
え
る
。


月
ま
で
に
、
ふ
く
お
か

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ

の
幹
部
な
ど
が
委
員
を
務
め

る
検
討
会
を
立
ち
上
げ
た
。

全
国
銀
行
協
会
な
ど
の
金
融

業
界
団
体
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
参
加
す
る
。
事
務
局

の
同
省
Ｉ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
課
は
九
州
地
区
地
銀
の
出

身
者
を
採
用
し
、
検
討
会
の

担
当
に
充
て
た
。

検
討
会
の
目
的
は
、
支
援

機
関
向
け
の
手
引
き
の
作

成
。
金
融
機
関
の
ほ
か
、
Ｄ

Ｘ
を
提
案
す
る
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ

ー
や
、
地
域
の
経
済
団
体
も

支
援
機
関
に
位
置
付
け
て
い

る
。
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の

活
用
に
よ
る
生
産
性
向
上

や
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成

・
確
保
を
支
援
す
る
環
境
を

整
え
る
。

同
省
は
手
引
き
を
作
る
上

で
、
支
援
に
注
力
す
る
事
業

者
か
ら
情
報
提
供
を
求
め

る
。

月

日
に
は
常
陽
銀

行
を
検
討
会
に
招
い
た
。
今

後
は
マ
ネ
ー
フ
ォ
ワ
ー
ド
な

ど
に
よ
る
発
表
も
予
定
し
て

い
る
。

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

の
調
査
に
よ
る
と
、

％
の

中
小
企
業
が
Ｄ
Ｘ
の
必
要
性

を
感
じ
て
お
ら
ず
、
大
企
業

に
比
べ
て
取
り
組
み
が
遅
れ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
支
援

機
関
を
通
じ
て
Ｄ
Ｘ
に
取
り

組
む
企
業
の
す
そ
野
を
広
げ

る
。（

記
事
提
供
・
日
本
金
融

通
信
社
〈
ニ
ッ
キ
ン
〉
）

日
本
政
策
金
融
公
庫
は
こ

の
ほ
ど
、
生
活
衛
生
関
係
営

業
の
価
格
動
向
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

仕
入
れ
価
格
が
前
年
に
比
べ

て
「
上
昇
し
た
」
企
業
割
合

は
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
業
で


・
２
％
と
９
割
超
。
９
の
業

種
別
で
最
も
高
か
っ
た
。
販

売
価
格
は
７
割
が
「
引
き
上

げ
た
」
と
す
る
が
、
仕
入
れ

価
格
上
昇
分
の
販
売
価
格
へ

の
転
嫁
は
お
よ
そ
４
社
に
１

社
が
「
全
く
転
嫁
で
き
て
い

な
い
」
と
し
た
。

生
活
衛
生
営
業
の
景
気
動

向
等
調
査
（
２
０
２
３
年
７

～
９
月
期
）
の
特
別
調
査
と

し
て
実
施
し
た
。

ホ
テ
ル
・
旅
館
業
の
仕
入

れ
価
格
動
向
に
つ
い
て
、

「
上
昇
」し
た
が

・
２
％
、

「
変
わ
ら
な
い
」
が
３
・
３

％
、
「
低
下
し
た
」
が
０
・

５
％
。
上
昇
し
た
企
業
割
合

は
飲
食
業
の

・
９
％
、
食

肉
・
食
鳥
肉
販
売
業
の

・

９
％
を
上
回
り
、
９
の
業
種

別
で
最
も
高
か
っ
た
。

上
昇
し
た
企
業
割
合
は
全

業
種
計
で

・
７
％
。
前
年

同
期
（

年
７
～
９
月
期
）

の

・
６
％
を
上
回
る
。

販
売
価
格
を
前
年
に
比
べ

て
引
き
上
げ
た
企
業
割
合

は
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
業
で


・
５
％
。
「
据
え
置
い
た
」

の

・
０
％
、
「
引
き
下
げ

た
」
の
０
・
５
％
を
上
回
っ

た
。た

だ
、
仕
入
れ
価
格
上
昇

分
の
販
売
価
格
へ
の
転
嫁

は
、

・
９
％
と
、
お
よ
そ

４
社
に
１
社
が
「
全
く
転
嫁

で
き
て
い
な
い
」
と
し
た
。

「
全
て
で
き
て
い
る
」
は
０

・
６
％
、
「
お
お
む
ね
転
嫁

で
き
て
い
る
」
は

・
８
％

に
と
ど
ま
り
、
「
一
部
転
嫁

で
き
て
い
る
」
は

・
８
％

と
、約
半
数
と
な
っ
て
い
る
。

仕
入
れ
価
格
上
昇
分
を
販

売
価
格
に
転
嫁
で
き
た
理
由

も
聞
い
た
（
二
つ
ま
で
の
複

数
回
答
）
。
ホ
テ
ル
・
旅
館

業
で
最
も
多
か
っ
た
の
は

「
販
売
価
格
の
引
き
上
げ
に

つ
い
て
、
顧
客
の
理
解
が
得

ら
れ
て
い
る
」が

・
３
％
。

以
下
、
「
既
に
同
業
他
社
が

販
売
価
格
の
引
き
上
げ
を
実

施
し
て
い
る
」（

・
８
％
）、

「
既
存
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
付
加
価
値
向
上
」
（

・

６
％
）
、
「
既
存
の
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
同
業

他
社
と
差
別
化
で
き
て
い

る
」
（
７
・
９
％
）
、
「
新

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
」

（
５
・
６
％
）
な
ど
。

内
閣
府
は
こ
の
ほ
ど
、
景

気
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
の
２

０
２
３
年

月
分
を
公
表
し

た
。
同
月
の
景
気
の
現
状
判

断
Ｄ
Ｉ
（
季
節
調
整
値
）
は

前
月
か
ら
横
ば
い
の

・
５
。

小
売
関
連
、
飲
食
関
連
が
上

昇
す
る
も
、
サ
ー
ビ
ス
関
連

が
低
下
し
た
。
宿
泊
関
係
の

回
答
者
か
ら
「
コ
ロ
ナ
前
に

回
復
」「
戻
り
が
遅
い
」と
、

宴
会
の
受
注
で
温
度
差
が
見

ら
れ
る
。

調
査
は
地
域
の
景
気
を
観

察
で
き
る
業
種
の
人
々
に
３

カ
月
前
と
比
較
し
た
景
気
の

現
状
と
、
２
～
３
カ
月
先
の

景
気
の
先
行
き
に
つ
い
て
、

「
良
い
」
「
ど
ち
ら
と
も
い

え
な
い
」
「
や
や
悪
い
」
な

ど
５
段
階
で
判
断
し
て
も
ら

い
、
結
果
を
数
値
化
し
た
も

の
。現

状
Ｄ
Ｉ
は
、
小
売
関
連

が
前
月
比
１
・
２
㌽
増
の


・
０
、
飲
食
関
連
が
同
１
・

０
㌽
増
の

・
２
。
サ
ー
ビ

ス
関
連
は
同
０
・
７
㌽
減
の


・
８
と
低
下
し
た
。


の
地
域
別
で
は
８
地
域

で
上
昇
、
４
地
域
で
低
下
し

た
。
最
も
上
昇
幅
が
大
き
か

っ
た
の
は
甲
信
越
で
４
・
１

㌽
増
（

・
６
）
。
低
下
幅

が
大
き
か
っ
た
の
は
沖
縄
で

８
・
２
㌽
減
（

・
８
）
。

先
行
き
Ｄ
Ｉ
は
同
１
・
０

㌽
増
の

・
４
と
、
４
カ
月

ぶ
り
に
上
昇
し
た
。
小
売
関

連
、
飲
食
関
連
、
サ
ー
ビ
ス

関
連
が
上
昇
。
住
宅
関
連
が

低
下
し
た
。

地
域
別
で
は
北
関
東
（
２

・
９
㌽
増
の

・
６
）
が
最

も
大
き
く
上
昇
。
東
海
（
２

・
５
㌽
減
の

・
８
）
が
最

も
大
き
く
低
下
し
た
。

景
気
判
断
理
由
の
主
な
回

答
は
次
の
通
り
。

「
観
光
や
イ
ベ
ン
ト
の
ト

ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
と
い
う
こ
と

も
あ
る
が
、
宿
泊
や
宴
会
に

つ
い
て
は
好
調
に
推
移
し
て

お
り
、
３
カ
月
前
と
比
べ
て

も
さ
ら
に
販
売
量
が
増
え
て

い
る
。
宴
会
に
つ
い
て
は
２

０
１
９
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
発
生
前
の
水

準
に
回
復
し
て
い
る
。
宿
泊

も
高
単
価
販
売
が
で
き
て
お

り
、
や
や
明
る
い
兆
し
が
見

え
始
め
て
い
る
」
（
現
状
、

や
や
良
、
南
関
東
、
都
市
型

ホ
テ
ル
）
。

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、特
に
、

台
湾
や
韓
国
か
ら
の
観
光
客

が
多
く
訪
れ
て
お
り
、
好
調

で
あ
る
」（
現
状
、や
や
良
、

甲
信
越
、
観
光
名
所
）
。

「
全
国
旅
行
支
援
が
な
く

な
り
、
宿
泊
単
価
の
下
落
を

心
配
し
て
い
た
が
、
設
定
し

た
通
り
の
単
価
で
予
約
が
取

れ
て
い
る
」
（
現
状
、
や
や

良
、北
陸
、観
光
型
旅
館
）。

「
当
地
域
は
紅
葉
の
季
節

を
迎
え
、
年
間
で
最
も
忙
し

い
時
期
と
な
っ
て
い
る
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
回
復
も
あ

り
、
国
内
外
か
ら
の
客
の
増

加
で
、
客
室
稼
働
率
も
連
日

ほ
ぼ
満
室
に
ま
で
回
復
し

た
。
特
に
、
週
末
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
駅
近
辺
の
飲
食
店
は
、

ほ
ぼ
満
席
状
態
と
な
っ
て
い

る
」
（
現
状
、
良
、
近
畿
、

都
市
型
ホ
テ
ル
）
。

「
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
で

集
客
は
増
加
し
た
。
ま
た
、

以
前
は
個
人
観
光
客
ば
か
り

だ
っ
た
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
団
体
客
も
増
加
し
て
き

た
」
（
現
状
、
や
や
良
、
中

国
、
観
光
型
ホ
テ
ル
）
。

「
宴
会
部
門
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発
生
前

の
８
割
く
ら
い
ま
で
予
約
件

数
が
戻
っ
て
き
て
い
る
が
、

残
り
２
割
の
戻
り
が
遅
い
と

感
じ
て
い
る
」
（
先
行
き
、

不
変
、
北
関
東
、
都
市
型
ホ

テ
ル
）
。

「
例
年
冬
季
は
、
地
元
の

自
治
会
や
各
種
団
体
の
役
員

交
代
時
の
総
会
と
宴
会
の
需

要
が
あ
っ
た
が
、
今
年
は
期

待
で
き
な
い
。
代
わ
り
に
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
は
回
復
傾
向
だ

が
、
従
来
の
客
の
減
少
を
補

完
し
て
い
く
だ
け
の
増
加
は

ま
だ
見
込
め
な
い
」
（
先
行

き
、
不
変
、
甲
信
越
、
観
光

型
旅
館
）
。

「
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
に
よ

り
、
我
慢
し
て
い
た
旅
行
需

要
が
出
て
く
る
。
３
世
代
で

の
旅
行
な
ど
、
家
族
旅
行
の

幅
に
と
ど
ま
ら
な
い
動
き
が

予
想
さ
れ
る
」
（
先
行
き
、

や
や
良
、
近
畿
、
旅
行
代
理

店
）
。

「
ホ
テ
ル
業
界
は
、
１
～

３
月
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
で
、
現
時
点

で
も
予
約
の
ペ
ー
ス
は
前
年

と
比
べ
て
少
し
鈍
化
し
て
い

る
。
予
約
の
直
近
化
が
理
由

か
も
し
れ
な
い
が
、
今
後
伸

び
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
」
（
先
行
き
、
や
や
悪
、

中
国
、
都
市
型
ホ
テ
ル
）
。

「
物
価
高
に
よ
り
国
内
の

集
客
は
一
服
す
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
が
地
方
に
波
及
す
る
と
み

ら
れ
、
現
状
は
維
持
さ
れ
る

と
予
想
さ
れ
る
」（
先
行
き
、

不
変
、四
国
、観
光
型
旅
館
）。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛
さ
れ

て
い
た
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

人
の
動
き
も
活
発
に
な
る
と

予
想
さ
れ
る
」
（
先
行
き
、

や
や
良
、
九
州
、
観
光
型
ホ

テ
ル
）
。




